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12 県内酪農家で発生した趾乳頭腫症の一症例 

 

     中央家畜保健衛生所 

                          ○平野 晃司           

 

Ⅰ はじめに 

趾乳頭腫症は後肢の趾間隆起部付近に好発する皮膚病である。フリーストール飼養の泌乳初期の

経産乳牛に多く、高温多湿となる夏季に多いと言われている 1,2,4,5)。罹患牛は疼痛による跛行のほ

か、乳量減少を呈し、一度農場内に蔓延すると再発、慢性化することが多く、大きな経済的損失を

きたす疾病とされている 1～3)。病因および発生機序は特定されていないが、罹患牛の病変部から

Treponema 属などのスピロヘータが分離されることが多いため、スピロヘータ様細菌の関与が疑わ

れている 10～12)。感染経路は解明されていないが、汚染された牛床から、創傷感染により、農場内を

蔓延することが考えられている 4～6)。治療は病変部の外科的な切除とオキシテトラサイクリン、エ

リスロマイシン等の抗生物質の塗布、噴霧 、および 5%硫酸銅等の脚浴が一般的である。 しかし、

効果は一時的で、再発や慢性化することが多いと言われている 4,5)。  

本症の発生は 1974 年にイタリアで初めて報告 8)され、国内では 1993 年に群馬県が報告 9)してい

る。今回、県内で初めて本症と診断した事例を報告する。 

 

Ⅱ 発生概要 

１ 農場の概要 

発生農場は搾乳牛 146頭、育成牛 54頭、子牛 32頭を飼育している。フリーストール牛舎で、

敷料には戻し堆肥を使用している。削蹄は年 2回実施している。 

 

２ 発生概要 

当該農場では、2008年頃から跛行を呈する搾乳牛が散見されていた。2013年 5月 27日、搾乳

牛群の半数近くに跛行の牛を認めたため、病性鑑定を実施した。 

 

Ⅲ 材料および方法 

2013年 5月 27日、跛行の認めた牛群のうち、症状の顕著な１頭（ホルスタイン、34ヵ月齢、雌）

を病性鑑定に供した。 

病変部を外科的に採材し、10%中性緩衝ホルマリン液に浸漬後、病理組織学的検査を実施した。病

理標本を作成し、ヘマトキシリン・エオジン（HE）染色、ワーチン・スターリー染色および 

抗 Treponema pallidum家兎血清を用いた免疫組織化学的検査を実施した。 
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Ⅳ 成績 

１ 罹患部の肉眼所見 

後肢の趾間隆起部付近に、白色から乳白色で疣状の乳頭突起物が認められた。また、病変部周

囲には発赤がみられた（図 1）。 

 

 
図 1 左：後肢罹患部、右：採材した病変部（ホルマリン固定後） 

 

２ 病理組織学的所見 

表皮の乳頭状増殖とびらんが中等度から重度に認められた（図 2）。表皮は錯角化により、角

質層から有棘細胞層の肥厚が顕著に認められた。ワーチン・スターリー染色では、角質層と有棘

細胞層の細胞間隙に黒色のらせん菌が認められた（図 3）。抗 Treponema pallidum家兎血清を用

いた免疫組織化学的検査では、らせん菌に一致して陽性反応が認められた（図 4）。その他、び

らんの認められた部位では、出血を伴った好中球の浸潤が認められた。 
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図 2 後肢趾間部皮膚（HE染色） 

 

 
図 3 後肢趾間部皮膚有棘細胞層 

（ワーチン・スターリー染色 矢印：らせん菌） 

 

 

高拡大中拡大
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図 4 後肢趾間部皮膚有棘細胞層 

（抗 Treponema pallidum家兎血清を用いた免疫組織化学的検査 中拡大） 

 

Ⅴ 診断後の疾病対策およびその後の聞き取り調査 

１ 診断後の疾病対策 

（１）罹患牛の治療法 

重症の牛に対しては、病変部を外科的に切除し、リンコマイシンの塗布を行った。 

 

（２）予防および衛生対策 

搾乳時の牛の通路に硫酸銅やホルマリンを使用した踏み込み槽を設置し、脚浴を行った。そ

の他、当該農場では、牛床の衛生管理のため、戻し堆肥の石灰消毒を行っている。 

 

２ その後の聞き取り調査 

（１）疾病対策の効果 

診断から約 28ヵ月後となる 2014年 10月 14日、農場の畜主から、治療牛の予後について聞

き取りを行った。結果、治療牛の再発例や新たな蔓延は確認されなかった。 

 

（２）発生原因の調査 

当該農場では、2008年頃まで牛の導入をしており、畜主の記憶では、本症を疑う所見を呈し

た牛に気付いたのも同時期であった。したがって、罹患牛の導入により、農場内に本症の病原

体が侵入したことが示唆された。 
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Ⅵ まとめおよび考察 

今回、県内で初めて趾乳頭腫症と診断した事例となった。本症の病因については、Treponema 属

などスピロヘータ様細菌の関与が疑われている 10～12)。今回の免疫組織化学的検索でも、T.pallidum

に共通した抗原性を示したことから、過去の報告 2,4,5,10)と同様に、本例も Treponema属またはその

近縁のスピロヘータによる関与が疑われた。 

当該農場での発生原因については、罹患牛の導入により、農場内に本症の病原体が侵入したもの

と推察された。過去の報告でも、罹患牛の導入が原因であったと考えられる事例 10)が多い。よって、

導入の際には、導入牛の罹患状況の確認等、農場内への病原体の侵入を防止することが必要となる。 

また、本症がフリーストール農場に蔓延した場合の農場内対策としては、罹患牛の治療、衛生管

理および病原体の侵入防止対策を総合的に組み合わせた取り組みによって効果をあげた事例 7)も報

告されている。当該農場でも対策の効果は出ており、現在のところ、再発例は確認されていない。

しかし、今後も継続的な対策および予後観察は必要と考えられる。 
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